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松
尾
聰
教
授
は
昨
年
三
月
を
以
て
、
学
習
院
大
学
を
停
年
に
よ
り
御
退
職
に
な
っ
た
。
先
生
は
東
京
府
立
一
中
、
第
＝
局
等
学
校
を
経
て
昭
和

三
年
、
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
国
文
学
科
に
御
入
学
、
「
浜
松
中
納
言
物
語
」
及
び
「
夜
の
寝
覚
」
に
関
す
る
新
発
見
資
料
に
基
づ
く
精
細
な
研

究
成
果
を
以
て
、
当
時
す
で
に
学
界
に
寄
与
す
る
所
あ
っ
た
卒
業
論
文
を
提
出
さ
れ
て
昭
和
六
年
御
卒
業
後
は
、
さ
ら
に
大
学
院
に
学
ん
で
研
究
を

続
け
ら
れ
、
法
政
大
学
専
任
講
師
を
経
て
、
昭
和
十
一
年
四
月
、
学
習
院
専
任
講
師
と
し
て
御
来
任
、
つ
い
で
教
授
と
な
ら
れ
、
旧
制
中
等
科
・

高
等
科
に
於
て
研
究
と
教
育
に
尽
痒
せ
ら
れ
た
が
、
や
が
て
第
二
次
大
戦
の
勃
発
、
戦
争
の
熾
烈
化
に
つ
れ
、
文
字
通
り
、
日
夜
学
習
院
と
生
活

を
一
体
化
さ
れ
た
、
そ
の
御
苦
労
は
公
私
と
も
に
言
語
に
絶
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
の
間
の
事
情
の
一
端
は
、
先
生
の
克
明
な
記
録
「
敗
戦
前

後
日
記
抄
」
（
『
久
松
潜
一
先
生
の
御
こ
と
ほ
か
』
所
収
）
な
ど
に
よ
っ
て
窺
わ
れ
る
。

　
戦
後
、
昭
和
二
十
四
年
四
月
、
学
習
院
は
私
学
の
新
制
大
学
と
し
て
発
足
し
、
そ
の
文
政
学
部
（
の
ち
昭
和
二
十
七
年
、
文
学
部
と
政
経
学
部
に
分

れ
る
）
の
文
学
科
の
中
に
国
文
学
専
攻
の
コ
ー
ス
が
置
か
れ
た
が
、
松
尾
先
生
は
東
条
操
主
任
教
授
を
輔
け
て
尽
力
さ
れ
、
高
適
な
構
想
の
も
と

に
、
久
松
潜
一
・
山
岸
徳
平
・
麻
生
磯
次
・
時
枝
誠
記
ら
の
諸
先
生
ほ
か
、
国
語
国
文
学
界
の
鐸
々
た
る
教
授
陣
容
を
整
え
て
、
わ
が
国
文
学
科

の
確
乎
不
動
の
基
礎
を
築
か
れ
た
の
で
あ
る
。
先
生
の
意
図
さ
れ
た
「
み
だ
り
に
新
に
走
ら
ず
、
奇
を
街
わ
ず
、
厳
格
な
実
証
的
精
神
を
重
ん
ず

る
」
地
道
な
質
実
な
学
風
は
、
今
日
の
国
文
学
科
に
も
そ
の
ま
ま
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　
二
十
八
年
四
月
に
は
大
学
院
修
士
課
程
設
置
、
そ
の
人
文
科
学
研
究
科
に
国
文
学
専
攻
が
置
か
れ
、
つ
い
で
三
十
二
年
四
月
、
文
学
部
内
に
国

文
学
科
は
正
式
に
独
立
し
、
四
十
年
四
月
に
は
大
学
院
博
士
課
程
が
設
け
ら
れ
、
国
文
学
科
は
ま
す
ま
す
順
調
な
隆
盛
発
展
を
遂
げ
て
今
日
に
至
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っ
て
い
る
が
、
そ
の
草
創
期
に
は
志
願
者
数
も
い
ま
だ
少
な
く
、
経
営
面
か
ら
先
生
が
種
々
心
を
砕
か
れ
る
事
も
あ
っ
た
よ
う
に
伺
っ
て
い
る
。

そ
う
し
た
雑
務
繁
忙
の
中
で
、
早
く
昭
和
十
三
年
七
月
か
ら
満
四
年
間
「
文
芸
文
化
」
誌
上
に
連
載
さ
れ
た
「
平
安
朝
散
侠
物
語
放
」
は
学
界
の

注
目
を
浴
び
た
の
を
初
め
、
先
生
の
平
安
時
代
物
語
研
究
は
着
々
と
推
進
さ
れ
、
三
十
年
六
月
に
は
『
平
安
時
代
物
語
の
研
究
i
散
侠
物
誰
四
＋
六
篇

の
形
態
復
原
に
関
す
る
試
論
ー
』
を
刊
行
、
三
十
二
年
四
月
に
は
、
「
平
安
朝
散
侠
物
語
の
研
究
」
に
よ
っ
て
東
京
大
学
か
ら
文
学
博
士
の
学
位
も
受
け
ら

れ
た
。
ま
た
、
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
『
落
窪
物
語
』
、
同
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
ほ
か
、
御
専
門
の
平
安
文
学
を
中
心
に
綿
密
な
注
釈
や
創

見
に
富
む
論
考
を
次
々
に
発
表
せ
ら
れ
、
四
十
三
年
四
月
に
は
、
八
ポ
組
、
六
百
頁
を
超
え
る
『
平
安
時
代
物
語
論
考
』
を
刊
行
さ
れ
た
。
な

お
、
平
安
文
学
に
限
ら
ず
、
先
生
は
ひ
ろ
く
、
「
こ
と
ば
」
や
解
釈
文
法
へ
の
御
造
詣
も
深
く
、
そ
の
御
著
書
も
数
多
く
あ
る
。
こ
れ
ら
，
は
別
に

本
誌
に
先
生
の
業
績
目
録
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
は
ず
だ
し
、
ま
た
先
生
の
御
研
究
の
専
門
的
内
容
の
一
々
に
つ
い
て
は
、
浅
学
に
し
て
専
攻
を
異

に
す
る
私
に
は
、
到
底
誤
り
の
な
い
評
価
な
ど
な
し
得
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
が
、
た
だ
先
生
の
精
励
篤
実
に
し
て
、
事
を
苛
く
も
し
な
い
御
性
格

と
相
侯
っ
て
、
そ
の
学
風
は
周
到
精
緻
を
極
め
て
、
そ
れ
が
す
べ
て
の
御
業
績
を
通
じ
て
終
始
一
貫
し
て
い
る
点
は
、
こ
こ
に
指
摘
せ
ら
れ
よ

う
。
昭
和
三
十
三
年
、
第
一
巻
を
出
さ
れ
て
以
来
、
公
務
繁
忙
な
ど
の
事
情
で
断
続
的
に
刊
行
さ
れ
て
来
た
『
源
氏
物
語
全
注
釈
』
の
お
仕
事
も

今
後
先
生
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
完
成
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
期
待
す
る
こ
と
切
な
る
も
の
が
あ
る
。

　
学
習
院
は
昨
五
十
三
年
十
月
、
創
立
百
周
年
の
式
典
を
挙
げ
た
が
、
先
生
は
昭
和
十
一
年
以
来
、
実
に
勤
続
満
四
十
二
年
、
学
習
院
と
そ
の
半

分
近
い
歳
月
を
歩
み
を
と
も
に
せ
ら
れ
、
こ
と
に
わ
が
国
文
学
科
創
設
に
力
を
尽
さ
れ
、
ま
た
先
生
の
御
発
企
に
よ
り
、
昭
和
三
十
年
六
月
、
学

習
院
大
学
国
語
国
文
学
会
も
創
立
総
会
が
開
か
れ
、
翌
三
十
一
年
一
月
、
本
学
会
誌
も
創
刊
さ
れ
て
今
日
ま
で
号
を
重
ね
て
い
る
。

　
本
誌
が
先
生
の
御
退
職
に
当
り
記
念
号
を
特
集
す
る
と
い
う
こ
と
で
稿
を
需
め
ら
れ
る
ま
ま
に
、
先
生
の
御
功
績
を
た
た
え
感
謝
を
捧
げ
る
べ

く
、
蕪
文
を
連
ね
た
次
第
で
あ
る
。

　
幸
い
に
、
先
生
は
御
健
康
で
壮
者
を
凌
ぐ
お
元
気
さ
で
あ
ら
れ
る
が
、
今
後
一
層
加
餐
せ
ら
れ
、
お
仕
事
の
大
成
を
目
ざ
す
日
々
を
、
俗
務
か

ら
解
放
さ
れ
て
悠
容
と
送
ら
れ
る
よ
う
お
祈
り
申
し
あ
げ
て
筆
を
欄
く
。

　
　
　
昭
和
五
十
四
年
一
月
十
日
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